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究極の社交場は、やっぱりカフェ。おしゃれな人が集まり、インテリアはいつもアイデア
いっぱい。コーヒーはもちろん、お酒も、カフェごはんもスイーツも、好きなタイミング
で。店主の個性が際立ちながら、包容力のある空間は、どんな時間に行っても、気持ちの
良い時間を過ごさせてくれます。1990年代に始まったカフェブームから、いまだ名店とし
て残る店も全国多数。いつまでも誰からも愛されるカフェは、コーヒーのサードウェイ
ブ、レトロ喫茶ブームをも取り込んで、さらに魅力的な場所になっています。東京をはじ
め、わざわざ出かけたい全国の名カフェへ。旅の目的地にカフェを選んで、その地域のカ
ルチャー情報を収集、旅も一気に充実したものに、だからやっぱりカフェが好き。

やっぱり、カフェが好き。
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「ニュースのあるカフェ」
名建築、スターデザイナーが手がける、専門店がプロデュース……、続々と生まれるニュースなカフェ。

「カフェカルチャーを作った人たち」
山本宇一（BOWERY KICTHIN）、中村貞裕（トランジット）をはじめとするカフェのレジェンドたちのお
店をあらためて取材するとともに、草創期に彼らが描いた夢のカフェ像とは。そのときの設計図やノート
などとともに振り返ってもらう。また、いま人気のカフェの店主たちも登場。究極のサードプレイスを作
る人達の頭の中身を。

「わざわざ行きたいカフェ」
旅の目的地となるようなカフェへ。地方の名セレクトショップが手がけるカフェ、地方だから可能な圧倒
的な絶景のカフェ、地元の食材を活かしたメニューが人気のカフェなど。店主の思想が思いっきり詰まっ
た空間を紹介。

「朝カフェと夜カフェ」
朝型の人向けの、朝活カフェ・ブレックファースト。いっぽうでカフェと言えば夜中でもおいしいものが
食べられる。みんなと異なる生活時間帯の人も受け入れるカフェ紹介。

「カフェをつくる人」
建築家、インテリアデザイナー、陶芸家、シェフ、パティシエ。いま行くべきカフェを手がけるプロ
デューサーたちに聞く、究極のカフェづくり

「この町に、このカフェがあるから」
看板となるようなカフェがあれば、その町は魅力的な人たちが集まってくる。町を活性化させるカフェを
紹介。そこに集まる人々との暮らし。

and more…
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